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教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年１２月２０日                     担当課（学校教育課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（１）令和６年度ふる
さとキャリア教育作
品コンクール審査結
果について 

１．審査 

令和６年１２月１１日（水）、田代総合支所大会議室におい

て実施しました。 

２．審査の視点 

（1）子どもが調べたこと、体験したことを自分の言葉や動作、

絵などで表現しているか。 

（2）学習・活動を振り返って、子ども自身が成長を実感してい

るか。 

３．審査結果 

（1）最優秀賞 

部門 学校名 学年 作品の概要 

小・低学年 上川沿小 ３年（16 人） 上小ジャンプアップル店開店（かべ新聞） 

小・高学年 有浦小 ６年（81 人） 我ら未来大館市民!（かべ新聞） 

中学校 成章中 全校（44 人） 十二所地区の歴史（レポート等） 

（2）特別賞 

部門 学校名 学年 作品の概要 

商工会頭賞 下川沿中 ３年（14 人） 私が考える大館や地区の活性化の提言 

教育長賞 桂城小 ６年（ 9 人） 桂城城下町かるた 

（3）優秀賞（概要）      （4）優良賞（概要） 

部門 学校数 児童生徒数  学校数 児童生徒数 

小・低学年 ３校 ３３人 ５校 ８４人 

小・高学年 ６校 １８７人 ７校 １０３人 

中学校 ４校 １３人 ６校 ４４人 

※参加総数 ４４作品 ６２６人 

４．表彰式 

（1）期日 

令和７年２月４日（火）１６時３０分 中央公民館 

（2）表彰対象 

審査結果に基づき、  の受賞作品を表彰対象とする。 

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年１２月２０日                    担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（２）「ＮＨＫのど自慢」
の開催について 

 

１２月７日（土）、８日（日）の２日間、ほくしか鹿鳴ホー
ルにおいて、市とＮＨＫ秋田放送局が主催する「ＮＨＫのど
自慢」を開催しました。 
 のど自慢の開催は、平成２９年以来７年ぶりで、７日の予
選会には２００組が出場し、当日は予選を勝ち抜いた２０組
の出演者が、たくさんの観客の前で自慢の歌声を披露しまし
た。 
番組の冒頭では、秋田犬をはじめ、「観光交流施設秋田犬の

里」や「(有)栗久の大館曲げわっぱ」が紹介され、ふるさと
「おおだて」の魅力を全国にＰＲすることができました。 
 今後も、市内外から多くの方にきていただけるイベントを
提供できるよう努めてまいります。 
 
〇出場申込者数６２１件 当選者数２００件 
（当選倍率３．１倍） 

〇観覧申込者数２，６１６件 当選者数（組）５４０件 
（当選倍率４．８倍） 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

(左から) 

司会の廣瀬智美アナウンサー、ゲストの山川豊さん 

坂本冬美さん、鐘奏者の前田秀明さん 

 

 

 
自慢の歌声を披露しました 



教育長が教育委員会会議に報告する事項 

 

                     担当課（中央公民館） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（３）大館学び大学「自然

と鉄道」写真展の開催に

ついて 

１１月２２日（金）から２４日（日）までの３日間、中央公

民館の展示室において、大館学び大学「自然と鉄道」写真展

を開催しました。 

この写真展は、比内町大葛在住で滝の写真を専門とするア

マチュア写真家 佐藤俊正氏が、大館学び大学で講師を務め

たことがきっかけとなり実現したもので、初開催にも関わら

ず、会場には写真家仲間など約１００名が来場し、賑わって

いました。 

写真展には、佐藤氏をはじめ、中央公民館に関係する市職

員やＯＢなど４名のアマチュアカメラマンが総勢４６点を出

展。壮大な自然のパノラマ写真や、普段目にすることのない

鉄道の写真などが展示され、来場者はひとつひとつの写真を

じっくり鑑賞し、「見ごたえがある」といった感嘆の声が聞か

れました。 

２４日には、生涯学習事業で訪れた比内支援学校の卒業生

の鑑賞もあり、写真を楽しむ貴重な機会となりました。 

 

《自然と鉄道写真展》 

１．出展者 佐藤俊正、菅原修、佐々木孝幸、與語靖啓 
２．作品数 ４６点             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年１２月２０日                   担当課（歴史文化課） 

報 告 事 項       報   告   内   容 

（４）曲田地区での埋
蔵文化財の試掘調査
について 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年１１月、曲田地区において埋蔵文化財の試掘調査

を行いました。 

 この調査は、秋田県の農地中間管理機構関連圃場整備事業

（Ｒ５～Ｒ１０、４９．６㌶）に伴い、来年度の圃場整備区

域が、曲田の野沢岱
のざわたい

Ⅰ遺跡や下
しも

聖
ひじり

遺跡に隣接していること

から実施したもので、整備区域の面積が２８．２㌶と広範囲

に及ぶため、２㍍四方の試掘場所を１５カ所設定し、２週間

かけて行いました。 

 調査の結果、残念ながら遺構は確認できず、遺物の出土も

ありませんでしたが、今後は令和８年度に整備が予定されて

いる区域で、令和７年１０月以降に調査を行う予定です。 

 市民の貴重な文化遺産である埋蔵文化財を保存し、後世に

引き継ぐため、今後も各地の調査に取り組んでまいります。

 

１．期 間 １１月１４日（木）～１１月２７日（水） 

２．場 所 大館市曲田（別紙地図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

試掘状況           試掘状況 

 

 

 

 

 

 

 

試掘状況             試掘状況 

 





 

議  事  の  経  過 

 開会  午後３時３０分 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各課長 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
委員 
 
 
 
 
生涯学習課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ただ今より教育委員会会議を始めます。 

 会議録署名委員については、私と工藤委員にお願いします。 
   
会議録についていかがだったでしょうか。 
 
（「異議なし」の声あり） 
 
それでは、承認とさせていただきます。 
では、４の教育長の報告事項をお願いします。 

 
（「（１）令和６年度ふるさとキャリア教育作品コンクール審査結果につ 

いて」、 
「（２）「ＮＨＫのど自慢」の開催について」、 
「（３）大館学び大学「自然と鉄道」写真展の開催について」、 
「（４）曲田地区での埋蔵文化財の試掘調査について」 
を資料により報告） 

 
ご意見、ご質問はございませんか。 

 
のど自慢大会についてです。 

東京、関西にいる知人から連絡いただきまして、やはり大館のことに
関心を持っていらっしゃる方々が結構いらっしゃるのだなと思いました
が、会場の雰囲気というのはどのようなものだったのでしょうか。 

 

前日に２００組の予選会が行われました。 
前日は観覧自由で、大勢の方が朝早くから並んでいらしたので早めに

入場させました。本番の２０組に入ろうとして皆さんすごく頑張って一
生懸命歌っていて、それをＮＨＫの方々がすごく盛り上げてくださいま
した。 
結果発表するまで１時間ほど時間があったので、そのときに大館市の

はちくんダンスをステージで披露しまして、会場に来ていた皆さんに少
し和んだ状態で観覧していただきました。 
当日は、家族の方が応援席に行って、アナウンサー、ゲスト２人も放

送が終わった後に特別タイムということでそれぞれ１曲ずつ歌を披露し
ていただきました。ゲストがそれぞれ歌うのが通常なのですが、今回
は、出場してくれた方と一緒に歌ってくださいました。 
それがすごく珍しいことだとＮＨＫの担当者が言っていて、選ばれた

２人は大変な記念になったのではないのかなと思いました。 
 



 

教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
中央公民館長 
 
 
委員 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 

私も観させていただいたのですが、生放送ですので放送時間枠ちょう
どに終わるというそのタイムスケジュールがすごいなと思いました。 
それから、１，０００人の方がいらしていて、思い入れというか、楽

しそうで本当にあっという間の時間だったなと思います。 
そのほかに、生涯学習課長からお話しのあったようにテレビに映らな

いところで出場者と２人で歌ってくれたりして、楽しい時間だったなと
思います。 
大館市で開催するために、生涯学習課を中心としてもう何ヵ月も前か

ら相当の時間を使って準備してきたというところが背景にありまして、
やってよかったと思っております。他にございませんか。 
 
「自然と鉄道」写真展、１１月２２日から２４日までの間で伺えなか

ったことを非常に残念に思っております。ぜひ一度拝見したいなと思っ
ていたので、もしどこかでまたこういう機会があればご案内いただけれ
ばなと思います。何かそのような情報はございませんでしょうか。 
 
今度、比内公民館でやりたいと思っていますので、必ず連絡いたしま

す。 
 
ぜひよろしくお願いいたします。 
 
ふるさとキャリア教育の作品コンクールについてです。 
審査に参加させていただきまして、本当にありがとうございました。 
４回目ということで、全体的に表現力のレベルは上がってきているの

かなというのは感じたところです。 
表現作品ということなので、国語であったり図工であったり、いろい

ろな教科、学びの成果も関連しているのかなと思っています。 
それから、内容についてです。（２）の視点のところにも書いておりま

すが、子どもたちが自分自身の成長を感じているという内容も非常に多
かったなと思っていまして、（４）のふるさとキャリア教育の取り組み
が、ただ体験させるということだけではなくて、本当に何を学んで欲し
いのかという狙いをきちんと子どもたちに理解させているという証でな
いかなと思っています。 
いろいろ取り組んでいる中身について、舞台をなかなか見ることがで

きない、そういう機会が少ないので、子どもたちの学びの成果を知るこ
とができて大変よかったなと思っています。ありがとうございます。 
 
関連して、総合的学習というのはこういうふうな学習のことをいうの

だろうなとつくづく思っています。 
今、委員がお話しくださったように、体験することは、体験すること

でそれを表現して初めて１つのまとまりを得る。そこに子どもたちのい
ろいろな試行錯誤なり知の統合が見えてくるような気が毎年していま



 

 
 
 
 
 
 
 
教育監 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 

す。そのスキリングが高くなってきているなとすごく感じています。 
ぜひ続けていただけるといいなということと合わせて、前にもお話し

たこともあると思うのですが、このような作品が市民権を得るために、
パブリシティといいますか表現、公開されるような周知の方向みたいな
ことをもう少し考えていく必要が教育委員会としてもあるのかなと思っ
ていますので、ぜひご一考いただければいいなと思っています。 
 
４回目ということもあって経験を積んできましたので、今回は応募作

品をすべてデジタル化しています。今こういう時代ですので、いろいろ
な部分で、例えばスペースを取って展示することも１つなのですが、い
わゆる市民の方々が意図を持って入っていくことによってそれを抜き出
すことができるとか、そういう手法をとれないか模索しているところで
す。 
 
ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。 

 
これは、職場体験として自分の母校の桂城小学校に行った中学生の新

聞ですけれども、２日間の体験だったのですが、研修後記、一番下のと
ころにキャリア発達、成長というものをすごく感じる文章が載っていま
して、読んでみますと、『私は職場体験で桂城小学校へ行った。久しぶり
の校舎の廊下が少し小さく感じて、自分の成長を感じた。学校に響くあ
いさつ、朝の歌に懐かしさと温かさを感じた。職員室に自分の机がある
という不思議な感覚におそわれた。「リン先生」と言われるのは、なんだ
かむずがゆいような気持ちだった。 
同時に、再び桂城小の一員になれたような気がしてうれしかった。１

日目の校長先生、教頭先生との振り返りでは、緊張して声が震えた。職
員室での最後のあいさつでは、卒業式では泣かなかったのに号泣してし
まった。この温かな学校がいつまでも続くことを願っている』、こういう
文章です。 
卒業して２年なのに、このようなことを感じる力、自分を分析して、

そして人に感謝してという、本当にいい体験だということを、それを先
ほど「表現力」と言いましたが、本当に素晴らしい文章でまとめている
ということを私も感じました。 
 
審査に参加させていただいてありがとうございます。 
私も委員がおっしゃったように、子どもたちのアウトプット力、表現

のスキルというのがどんどん上がってきているのを感じています。そし
て、教育長がご紹介くださったように、中学校の壁新聞が結構「職場体
験」に充てられていて、各校いろいろな表現をされている生徒さんがい
るその奥に、各中学校での職場体験や行く場所のバラエティーさも各校
の努力が見てとれて、私自身が知る非常にありがたい機会をいただきま
した。 



 

 
 
 
 
 
 
教育長 
 
 
 
 
 
各課長 
 
 
教育長 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
教育総務課長 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

それでこう見ると、先ほど教育長からご紹介いただいた、母校に行っ
て先生を体験する職場体験というのは初めてのように思いまして、こう
いう機会がもっと増えるといいなということの気付きももらいました。
ぜひ市民ももちろんですが、こういう取り組みがあるのだということを
市内の中学校に周知してくださるとありがたいなと感じています。 
 
中学校でこのような形で教職体験をして、高校２年生になって、教師

ミニミニ体験というふうな形でつながっていけば、将来的な教員確保と
いうか、そういうのを育てていけるかなと思っております。 
他にはございませんか。なければ、報告はこれにて終わらせていただ

きまして、議事に入ります。説明をお願いします。 
 

（「協議第２８号 令和７年度当初歳出予算要求の概要について」を資料
により説明） 
 
ご意見、ご質問等はございませんか。 
 
小学校工事費と社会教育施設工事費の委託料に「高圧コンデンサのＰ

ＣＢ分析業務」とありますが、私の記憶では初めて拝見するものかなと
思うのですが、今ちょっと調べたら、ＰＣＢというのは有毒なもので、
それを取り除かなければならないというのは今始まったことなのか、ず
っと続いていくことなのか、今までもあったことなのかを教えていただ
きたいです。 
 
今始まったことではなくて、低濃度のＰＣＢにつきましても、その含

まれているものは検査をして令和９年３月までに廃棄するということが
法律で決まっておりますので、可能性のあるものについて、分析をして
撤去するための業務となります。 
 
よくわかりました。 
続きまして、「ＧＩＧＡスクールタブレットリース料ほか、保守管理委

託料等」についてですが、この次に使う生徒用、教師用のタブレットに
ついての機種選定のプロセスをお伺いしたいです。 
というのは、前回、初めてＧＩＧＡスクールタブレットを使うという

ところの運用当初から、例えば中学校だと保存容量ですね、ＳＳＤの容
量がちょっと足りないのではないかとか、いろいろな意見が出てきたよ
うにも思います。 
そういう中での現場の声をくみ上げての機種選定をお願いしたいと思

うのですが、そこを踏まえての選定についてプロセスをお伺いしたいの
と、「給食管理事業」についての３２８，１１８，０００円の中に、以前
話題にしたと思うのですが、このところの食材とかお米とかの費用の高
騰によって、その給食費の値上げがされなければならないと、その間に



 

 
 
 
学校教育課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
学校教育課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
学校教育課長 
 
 
 
 

その補助がどうなのかなという懸念があるのですが、そこに関してこの
当初予算ではどのように扱うのかなというのを伺いたいです。 
 
まず１点目の第２期ＧＩＧＡ端末の選定のプロセスといたしまして、

通常、Ｗｉｎｄｏｗｓ（ウィンドウズ）のパソコン端末なのかＣｈｒｏ
ｍｅｂｏｏｋ（クロームブック）なのか、ｉＰａｄはちょっと高額です
ので、市では、今まで使っているＷｉｎｄｏｗｓとＣｈｒｏｍｅｂｏｏ
ｋ両者を比較しました。 
それで、スペック、バッテリーの持続時間や容量など、メリット・デ

メリットについて比較し庁内で検討した結果、今まで使っている端末と
同様のＷｉｎｄｏｗｓでいきたいという方針で決定しております。 
 
スペックも含めて今までと一緒なわけではないですよね。 
 
そのとおりでして、現在は１台当たり５５，０００円が国からの補助

となっているのですが、国では最低スペック基準を満たすものを補助の
要件としておりますので、現在使用しているタブレットより、特にバッ
テリーの維持時間やディスク容量が優れております。 
先生方の分につきましても、前回は補助対象外ということで整備でき

なかったのですが、今回は補助の対象にはならないのですが、補助要件
といたしまして先生方の分も購入しなければならないため、確実に整備
したいと考えています。 
この給食管理費の中には、今年度当初で児童生徒１食当たり３０円の

補助や１２月補正でさらに上乗せした３０円の補助は入っておりませ
ん。来年度の補助については、国の交付金が活用できるかどうかを財政
課と協議しており、現在、当初の３０円補助、米の価格が上がったこと
により上乗せ３０円の補助ですので、１食当たり最低６０円必要となっ
ております。 
来年度も６０円を適用できるのかを検討しておりまして、その額につ

きましては２月上旬に予定しております「学校給食運営委員会」の中で
決められるものと考えております。 
 
もう１つお聞きします。 
１億円の佐々木さんの教育振興基金についてですが、現状どのように

なっていて、使途としてどういうふうにお考えなのか伺いたいと思いま
す。 
 
佐々木教育振興基金につきまして、現在の残高から申し上げますと、

令和６年３月３１日現在の残高で、９３，９７６，０００円余りとなっ
ております。 
実際の使い道といたしまして、今年度の小学校創立１５０周年記念事

業に使わせていただきました。例年、子どもサミットとか、ステップア
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ップ夢事業などにも使わせていただいております。 
 
今後もそれを使っていくというのは、そういう方針と考えて、現在で

すけど何か特別な支出っていうのは考えていないということでしょう
か。 
 
使い道は、佐々木様の趣旨に沿った形で使うように要綱が定められて

おりますので、そういった方向で使うことになります。 
 
わかりました。ありがとうございます。 
 
他にございませんか。よろしいでしょうか。それでは承認として進め

ます。 
 

（「来月の開催日程」について） 
 
委員の皆さまから何かございませんか。 
それでは、以上を持ちまして、教育委員会会議を終了いたします。 

 
 

 

会議終了時刻  午後４時４５分 
           

ここに会議の顛末を記録して、相違ないことを証します。 
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